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論文内容の要旨
本論文は90Sr固化のためのチタン酸ストロンチウムの製造法に関する研究をまとめたものであって，
6 章からなっている。
第 l 章では，使用済核燃料の再処理工程で生ずる高レベル廃液に含まれる核種のうち，特に危険性
の高いものの 1 つである 90 Sr を他の核分裂生成物から分離し，安定な形に処理した上貯蔵処分する方
法の意義およびその技術に関する開発研究を例示し，さらにこの 90 Srの有効大量利用の例としての R
I 電池用の熱源およびβ線源の開発研究の現状を概説し 本研究の位置づけを行っている
第 2 章では， 90Sr固化体の管理あるいは使用時に問題となる固化体内部の温度分布およびβ線の自
己吸収等に関する考察を行っている。その結果， Sr化合物のうち，熱特性の優れた SrTi0 3 が90Sr固
化体の化学形として好適で、あるため，その安全かっ経済的な製造法を確立することによって，利用を
容易にするとともに処理・処分時の安全性をも高め得ることを示している。
第 3 章では， SrC03-Ti0 2混合物のか焼により SrTi0 3の合成を行うための装置を試作し，固化か
ら密封に至る各工程の検討を行ったところを述べている。その結果，遠隔操作によるケープ内作業で
の90SrTi03熱源製造の見通しを立てるとともに，ケープ内における大量の放射性物質の取り扱い時に
予想される粉体による高レベル放射性汚染の問題点を指摘している。
第 4 章では，以上の点、を考慮し，より安全性の高い合成・固化法を得るに至った次第を述べている。
すなわち， Sr(N03) 2 とメタチタン酸 (H 2 Ti0 3 ) 混合物の反応を熱分析等により検討し， 600 oc 付
近で、SrTi0 3 が合成ちれることを明らかにしている。さらにこの反応を利用した工程を考案し，実験
的な検討を行い，この方法は ， (1)比較的低温で合成できる(2)操作時に発生する放射性廃液の量が少な
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い(3)装置間の移送が少量ですむ(4)乾燥状態での放射性粉体を取り扱う工程がない，などの特徴をもち，
90SrTi03固化体の製造に適した方法であることを示している。
第 5 章では，上記各方法を応用した β線源調製法の検討を行ったところを述べている。すなわち焼
結した二酸化チタンディスク表面に 90 SrTi0 3の薄い層を合成することにより，約 1 Ci/ cm 2 までの範
囲の利用率が高く，かっ使用時に安全性が高い β 線源の調製法を確立している。
第 6 章は，第 2~5 章の総括であり，本研究の要約と結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，核燃料再処理によって得られる高レベル放射性廃液中にある核分裂生成物の利用に関す
る基礎研究として， 90Sr を RI電池やβ線源とするための検討を行い，メタチタン酸ストロンチウム固
化体の良好な製造法を得るに至った次第をまとめたものである。
その主要な成果は，つぎの通りである。
(1) SrTi0 3 なる化学形が固化体として優れていることを熱特性，放射線特性の上から吟味している。
(2) SrC03-Ti0 2混合物のか焼法を吟味し，放射性物質取り扱い上の難点を指摘し，従来法を批判し
ている。
(3) 乾燥粉体による汚染の心配のない安全性に富む Sr(N03) 2-H2 Ti0 3 混合物を用いる低温合成法
を開発している。
(4) 簡易な β線源調製法を開発している。
以上のように，本論文 (i ， 90 Srの利用上有用な成果をあげている。その業績は，原子力工学の発展
に貢献するところが大き Po
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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